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　	 ２．次回（第 25 回）演奏会チラシ





















































































































































































































































































































































































































































お配りしたニッポニカの活動記録の中で、「第 14 回演奏会　日本の交響作品撰集 〈東京交響
楽団の1950 年代〉」という演奏会をしました。当然のことながら、東京交響楽団に楽譜の所在を
お尋ねしましたが、ほとんどの譜面の所在が分かりませんでした。日本近代音楽館ともご相談し
ましたが、あるものと、ないものとあった。
林光さんの交響曲をこのときに演奏しました。林先生の交響曲はCDも発売されていますし、
プロのオーケストラでも複数回行われていますが、全音のレンタルにも入っていません。それで、
林先生の事務所にもお尋ねしました。どこにもないんです。それで結局、僕たちがこの有名な交
響曲の譜面をつくらなきゃいけないのかということで、譜面をつくり出したんです。そうしたら林先
生が、「いや、それは事務所のほうでも今後しっかり管理したいので、お金も出しますから」とい
うことで、お金を出し合って演奏譜面を作りました。演奏会の後、もちろん写譜したオリジナルの
譜面は事務所のほうに戻しました。結局、林先生の交響曲のような、ちょっとした文献を見ればす
ぐに目につくような作品でもそういう状態にあるということに、僕たち自身がすごく驚いたわけです。
もう一つの象徴的なことは、第 22 回の演奏会で取り上げた清水脩さんの交響曲のことがありま
す。日本近代音楽館にマイクロがありましたが、マイクロは製本してあるものを複写しているもの
ですから、どうしても人の手が写っていたり、やっぱり演奏するには使いにくいということがあっ
て、所在を尋ねましたら放送局にあるということでした。昔は放送局も、つてをたどってライブラ
リーに潜り込まないと、なかなか譜面を発見できなかったんですが、いまは、基本的には窓口と
なる会社に問い合わせると、放送局のライブラリーを探して、保管されている楽譜についてはレン
タル楽譜として、有料で貸し出してくださいます。当然、そういう手続きを踏んでこの清水さんの『交
響曲第 3 番』をお借りしました。
お借りしてみたら、スコアもですが、パ トー譜は、昔のセロテープで製本されていて、もうばらばら。
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それから、青焼きで非常に見にくいものでした。借りるときにはコピー厳禁ということになってい
るんですが、とても使えませんので、私たちがコピーをして使えるように色、濃さを調整して製本
して演奏しました。やはり放送 1回だけの演奏だったものですから、ニッポニカが舞台初演という
ことでした。たぶん急いで写譜をしたんだと思います。加藤のほうから話がありましたように、や
はり写譜ミスが非常に多くて、作品も非常に実験的な内容の作品でしたので、かなりの譜面の校
訂といいますか、直しをしました。
コピーしてはならないということでしたので、コピーした楽譜は破棄して元の譜面をお返しする
のが決まりです。使った譜面は破棄しなければいけないということになっていました。ところが、
私たちが演奏してみて、これほど譜面の誤りが多く、譜面の状態が悪いうことは、また演奏する
機会がもしあったら、この作業をまた誰かがやらなければいけない。これはもうあまりに惜しいこ
となので、私たちの思いもあるんですけれど、これを貸出窓口にお預けしますと申し出ました。つ
まり、私たちが整えた譜面は、演奏のために今後使えますから、これを使ってくださいということ
で申し入れたんですが、楽譜の直しは作曲家が直したものでもないし、そういう譜面は受け取れ
ませんと言われて、受け取ってはもらえませんでした。悪口を言うつもりはないんです。窓口のお
立場もあると思いますが、そういうことでした。そうすると、譜面を破棄しなきゃいけませんから、
しっかりお話しして、破棄はせずに残させていただくことになりました。その代わり、清水さんの
交響曲の 3 番を演奏するときには、ニッポニカがつくった譜面を使って、放送局からはレンタルして、
元のばらばらの譜面をとにかく借りると、そういう約束をして、残しますということにして残しました。
林さんや清水さんの交響曲であったような、そういう楽譜の在り方というのは、日本の音楽文
化の課題だなというふうに感じた次第です。
少し話が脱線しますけれども、平岡養一さんの木琴の話が小沼先生から出ましたが、私たち
が設立して、3 回目の演奏会のときに、紙恭輔さんの『木琴と管弦楽のための協奏曲』を演奏し
ました。きっかけは、ここにいらっしゃる司会の林さんから、「いい曲だから演奏してごらんなさ
い」ということでご紹介いただき、即刻演奏しました。パ トー譜は自分たちでつくって演奏しました。
スコアは日本近代音楽館のほうから入手しました。
リハーサルを始めたら、ソリストの吉原すみれさんから、音域が木琴では足りないとご指摘があ
り、	最初のリハーサルをマリンバで演奏してみました。リハーサルしながら、吉原さんが「これは、
やっぱり音楽的に変だ」と。「絶対マリンバじゃないし、でも木琴じゃ叩けないし」ということで、
その場で分からなくなったんです。
いろいろご遺族に伺ったら、どうも平岡さんの木琴というのが特殊な木琴だということが分か
りました。平岡さんが使っていた木琴を、むかし一般に売り出す計画があり、浜松に試作品があ
るはずだということで、浜松に行きました。確かに木琴はあったのですが、もう木琴そのものが、
ほんとに劣化していて使い物になるものではなかった。そうして木琴探しを続けているうちに、平
岡さんのご遺族のお1人がアメリカに住んでいらして、アメリカのほうに平岡さんの木琴があると
いうことが分かった。結局、その木琴を日本に運んで、それもさまざまな縁があったんですけれ
ども、それで演奏したんです。普通の木琴の低音部分を、デーガン社というところが鍵盤を増や
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してつくった特殊な木琴だったわけです。それでやっと演奏ができた。その時ニッポニカのコンサー
ト（2003 年）を聴いていらしたのが指揮者の井上道義さんで、東京フィルハーモニー交響楽団で
演奏したいということで、その譜面を使って演奏していただきました。木琴はニッポニカが探し当
てた楽器を使っていただき、そのときの木琴奏者が、先ほどの通崎さんというご縁なんです。譜
面に始まり、楽器の探索もしました。楽器は、通崎さんに譲られることで、小沼先生のお話のよ
うにその後も生きていると言えるのでしょう。
そのとき思ったことがあります。平岡さんは、紙恭輔さんの木琴コンチェルトの次に、渡辺浦人
さんに木琴コンチェルトを委嘱している。それから、伊福部先生にも委嘱している、黛敏郎さん
にも委嘱している。伊福部先生の木琴コンチェルトは、その後に『オーケストラとマリンバのため
のラウダ・コンチェルタータ』という曲になる。こういう一つの、音楽史の中の流れというのが把
握できるんです。
あるいは、清水さんの交響曲第三番という作品も、演奏してみると9 音音階使っているんです。
9 音音階というと、伊福部先生の先生だったチェレプニンやメシアンが有名です。清水さんの意図
はなんだったんでしょうかね。1960 年で作品ですが技法的にも、数値にこだわった作曲というの
にアプローチしている。清水さんとしては当時の、いわゆる12 音でない、前衛でもない、だけど、
自分にとっての、日本の進んだといいますか、そういう音楽をつくりたい、そういうつもりでつくっ
た作品だなというのは、演奏してとてもよく分かるんですね。清水さんはこの作品を最後に管弦楽
の曲はつくっていません。評論などの文献だけだと、そういう作品だということは全然分からない。
やはり作品は演奏してこそだと思うわけです。
作品が演奏されてこそ、そういう音楽の形態が姿を現す。演奏されない限り作品の姿が現れな
い。演奏するためには、当然ですけれど楽譜がないと演奏できない。やっぱり、そこにたどり着く。
だからこそ演奏譜面というのを大事にしていきながら、あるいはほかの、横の連携もきちんと取り
ながら、演奏譜面がどこにあるかというのが一目で分かるような情報公開というのを、みんなで力
を合わせてできたら、日本の音楽文化のためになるのではないかと非常に強く思っています。
おわりに
報告に続く質疑では、海外のミュージックパブリッシャーの「プロフェッショナリティー 」（出版
社が作曲者の活動を支える意思）や、IT 利用によるデータの個別化やデータ管理の問題、楽譜
を通じて見えてくる音楽文化のあり方に発展し、楽譜情報の共有と公開、そのための方法などに
ついて、司会の林さんの進行で熱心な議論が行われ、今後、勉強会などを企画しようという声も
上がりました。

